
現在の水道事業
福岡市の水道事業は、曲渕ダム、平尾浄水場の完成によ

り、大正12（1923）年に始まりました。その後、給水人口の
増加や都市の発展に伴う水需要の増加に対応するため、
水源地域・流域の皆さまのご理解とご協力を得ながら、こ
れまで、市域外を流れる筑後川からの導水や天候に左右さ
れない海水淡水化施設からの受水など、他都市では例の
ない19回にも及ぶ拡張事業を実施してきました。現在、９
つのダムと５つの浄水場を有し（下図及び右ページ参照）、
給水人口は160万人を超えるまでにその規模を拡大してい
ます。

福岡市民が１日に使用する水量は、約42万立方メートル。
その水源は、９つのダム、３つの近郊河川、福岡地区水道
企業団からの受水の３つであり、その割合は概ね３分の１
ずつとなっています（右のグラフ参照）。

ダムや河川から取水した水を浄水場で浄水処理をした
後、企業団からの受水と一緒に総延長4,045キロの配水管
を通って、家庭や事業所などに届けています。
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福岡市の浄水場福岡市が水源とするダム

福岡地区水道企業団の関連ダム・水源としては、〇筑後川水系…江川ダム・寺内ダム・合所ダム・筑後大堰・大山ダム　〇多々良川水系…鳴淵ダム　
〇那珂川水系…五ケ山ダム　〇その他…海の中道奈多海水淡水化センター　があります。

曲渕ダム（室見川水系）
供用開始：大正12（1923）年
管理：福岡市
有効貯水容量：2,368,000㎥

南畑ダム（那珂川水系）
供用開始：昭和41（1966）年
管理：福岡県
有効貯水容量：5,560,000㎥

高宮浄水場
給水開始：昭和35（1960）年
施設能力：199,000㎥/日

五ケ山ダム（那珂川水系）
供用開始：令和３（2021）年
管理：福岡県
有効貯水容量：39,700,000㎥

多々良浄水場
給水開始：昭和63（1988）年
施設能力：122,000㎥/日
※福岡地区水道企業団分22,000㎥/日を含む

長谷ダム（多々良川水系）
供用開始：平成５（1993）年
管理：福岡市
有効貯水容量：4,850,000㎥

猪野ダム（多々良川水系）
供用開始：平成13（2001）年
管理：福岡県
有効貯水容量：4,910,000㎥

瑞梅寺浄水場
給水開始：昭和52（1977）年
施設能力：22,000㎥/日
※糸島市分7,000㎥/日を含む

脊振ダム（那珂川水系）
供用開始：昭和51（1976）年
管理：福岡市
有効貯水容量：4,401,000㎥

瑞梅寺ダム（瑞梅寺川水系）
供用開始：昭和52（1977）年
管理：福岡県
有効貯水容量：2,270,000㎥

夫婦石浄水場
給水開始：昭和51（1976）年
施設能力：174,000㎥/日

久原ダム（多々良川水系）
供用開始：昭和46（1971）年
管理：福岡市
有効貯水容量：1,460,000㎥

江川ダム（筑後川水系）
供用開始：昭和47（1972）年
管理：独立行政法人水資源機構 
有効貯水容量：24,000,000㎥

乙金浄水場
給水開始：昭和47（1972）年
施設能力：110,500㎥/日
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